













































	 本稿は 4 章からなる。第１章では，これまでの嫌悪の研究を概説し，嫌悪情動が知













	 第 3 章	 研究 2 では，社会道徳性嫌悪と関連した刺激として人物の道徳違反的行為
と関連した情報を使用し，実験を実施した。研究 2-1 では高速逐次視覚呈示法を利用
し，道徳違反的行為と関連した情報を付与した顔画像が気づきに及ぼす影響を検証し
た。その結果，道徳違反的行為と関連した顔は気づかれやすく，道徳遵守的行為と関
連した顔は気づかれにくいことがわかった。研究 2-2 ではクラウディング課題を利用
して，顔に付与した道徳違反的行為と関連した情報が気づきに及ぼす影響を検証した。
その結果，顔に対する意識的な知覚が失われている場合であっても顔画像の持つ道徳
性が検出されることが示された。研究 2-3 では，視覚探索課題を用いて道徳違反と関
連した顔画像が注意的過程に及ぼす影響を検証した。その結果，道徳違反と関連した
顔画像が画面上に呈示されていると，その位置から注意を背けるような反応が見られ
ることを示した。研究 2-4 では，情動フランカー課題を利用して道徳違反と関連した
顔画像が注意の焦点範囲に及ぼす影響を検証した。その結果，道徳違反と関連した顔
画像は注意の焦点範囲を狭めることを示した。これらの結果から，顔に付与した道徳
違反的行為と関連した情報は，前注意的および注意的過程の両方に影響を与えること
がわかった。 
	 本論文の一連の研究から，中核嫌悪および社会道徳性嫌悪と関連した刺激は共に無
意識的かつ自動的に知覚・認知処理のシステムに影響を及ぼすことが示された。第 4
章では，本論文で得られた結果をまとめ，今後の展望について論じた。今後の展望で
は，嫌悪関連刺激に対する知覚・認知処理特性の変化が行動や判断の変化を引き起こ
すか否かを確かめることで，嫌悪情動を惹起する刺激に対する知覚・認知処理と行動・
判断の相互影響過程を明らかにしていくことが課題であることについて述べた。
 
